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要  旨 

香川県では、昭和55年度から平成22年度まで腸炎ビブリオ対策事業として、県内産魚介類を対

象とした腸炎ビブリオの消長調査を行ってきた。今回は、平成11年から平成22年における調査結

果を中心にまとめた。 

魚介類の腸炎ビブリオは、海水温の上昇に伴い検出率、検出濃度ともに上昇している。５月ごろ

から検出され始め、８月から９月をピークとし、10月からは徐々に低下している。これは、昭和55

年の調査開始以来、同様の傾向を示しており、食中毒発生の時期とも一致している。 

調査当初、腸炎ビブリオによる食中毒事件は、細菌性食中毒の中で約半数を占め食中毒の原因第

１位であったが、平成10年に全国で839件となったのをピークに年々減少し、平成24年には９件

に激減している。香川県における腸炎ビブリオによる食中毒は、平成18年を最後に報告がない。 

このことから、本調査は平成22年度で終了したが、腸炎ビブリオによる食中毒防止のための対

策は継続していく必要がある。 
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Ⅰ はじめに 

 香川県では、腸炎ビブリオによる食中毒事件の多か

った昭和55年度より腸炎ビブリオ対策事業として、県

内産魚介類の腸炎ビブリオ消長調査および、それに関

連した調査を行い、報告してきた。1）2）3）4）5）6） 

今回は、平成11年から平成22年までの調査を中心

に報告する。 

 

Ⅱ 方法 

検査対象は、香川県産の魚介類とし、表皮及び内臓

を検体とした。検体を10倍希釈し、それを段階希釈し

たものを、それぞれ３本のアルカリペプトン水で増菌

し、TCBS寒天培地で培養した。発育したコロニーの食

塩発育試験、生化学的性状確認を実施し、検体 100ｇ

中の腸炎ビブリオの最確数（MPN値）を求めた。 

検出した腸炎ビブリオについては K血清型も調べた。 

一部の株については、PCRにてTdh遺伝子、Trh遺伝

子の確認を行った。 

また同時にNAGビブリオの検出も試みた。 

調査月、回数は年度により異なるが、腸炎ビブリオ

による食中毒事件の多い６月から 10 月を中心に調査

した。 

                         

＊香川県立中央病院 ＊＊香川県中讃保健福祉事務所 

Ⅲ 結果および考察 

１ 海水温度と検出状況 

海水温度による検出状況を図１に示した。海水温

16℃以下では、104/100g を超えての検出はなかった。

20℃を超えると 106/100g 以上検出されるようになり、

海水温が高くなるにつれ、腸炎ビブリオが高濃度に検

出されている。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２ 月別検出状況 

平成11年から平成22年までの月別の検出状況と平

成16年から平成24年までの腸炎ビブリオによる食中

毒発生件数の平均を図２に示した。８月から９月にか

けて最も検出率が高く、10月から徐々に検出率の低下

がみられる。これは、腸炎ビブリオによる食中毒の発

生時期に一致する。7）8） 
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図１ 海水温と検出状況 
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図２ 月別検出状況と食中毒件数 

 

３ 年次別検出推移 

年間で最も検出率の高い９月分を対象に、年ごとの

検出状況を比較した(図 3)。年によってばらつきはある

ものの、平成11年から平成22年までは、全ての年で

腸炎ビブリオが102/100g以上検出され、ほとんどの年

で検出率も高く、高濃度に検出している。 
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４ 魚種および部位別検出状況  

本調査に用いられた主な魚種について、検出状況の

比較を表皮と内臓で、それぞれ図４、５に示した。 

102/100g 以上の検出率でみると表皮と内臓に大きな

違いはなかった。しかし、表皮に比べ内臓のほうが、

高濃度に検出されている。 

 魚種別の検出率については、中・上層魚であるコノ

シロ、アジが低層魚に比べ若干低い程度であり、大き

な差異はなかった。 
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５ 血清型と病原因子 

平成11年から平成22年に分離された腸炎ビブリオ

のK血清型はK9、K17、K28、K30、K32、K33が多かっ

た。食中毒の原因として多く報告されているK6、K25、

K8、K29、K68も検出されたが、頻度は高くなかった。 

また、平成18年から平成22年に検出されたこれら

の血清型の株については、PCR にて Tdh 遺伝子および

Trh遺伝子の確認を行ったが、いずれも陰性であった。 

 

６ NAGビブリオ 

NAG ビブリオについては、平成 11 年から平成 22 年

までの間では検出されなかった。 

 

７ 食中毒との関係 

昭和 55 年以降の食中毒事件の総数と腸炎ビブリオ

による食中毒の件数を図６に示す。 
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 図６ 腸炎ビブリオ食中毒の年次推移（全国） 
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調査当初、腸炎ビブリオによる食中毒事件は、細

菌性食中毒の中で約半数を占め、食中毒の原因第１

位であったが、平成10年に全国で839件となったの

をピークに年々減少し、平成24年には９件と激減し

ている。香川県でも平成18年の１件を最後に腸炎ビ

ブリオによる食中毒の報告はない。9）10) 

このように、近年、腸炎ビブリオによる食中毒が

あまりみられなくなった背景には、平成13年６月に

生食用鮮魚介類等に、規格基準が定められたこと、

また、関係営業者に対する指導及び消費者に対する

普及啓発を行うよう通知されたことにより、行政の

指導、および営業者、消費者の衛生管理に対する意

識向上の効果が大きいものと考えられる。 

 

Ⅳ まとめ 

腸炎ビブリオは海水温の上昇に伴い魚介類からの検

出率、菌数が増加するため、例年７月から 10 月頃には、

腸炎ビブリオによる食中毒の発生リスクが高まる。 

腸炎ビブリオが原因と思われる食中毒の発生件数は、

この調査を開始した昭和 55 年から比べると激減してい

るが、腸炎ビブリオによる魚介類の汚染が軽減している

わけではない。家庭での散発的な食中毒は、原因が判

明されないことも多く、厚生労働省のとりまとめている食

中毒統計の件数には反映されにくいため、実際の感染

者数はもっと多いことが考えられる。 

本調査は平成 22 年で終了しているが、腸炎ビブリオ

による食中毒防止のため、引き続き行政による指導、啓

発が必要と考える。 
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